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   この説明書は「特定行為に係る看護師の研修制度」を修了した男性看護師のキャリア成熟に影響する要因

と支援に関する研究の内容について説明したものです。本研究は、福岡国際医療福祉大学の承認を得て

行なうものです。  

この計画に参加されなくても不利益を受けることは一切ありません。 

ご理解、ご賛同いただける場合は、参加者として QR コードから Web 調査用紙にアクセスしてご回答くださ 

いますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

① 研究の名称及び当該研究の実施について研究機関の長の許可を受けている旨 

 本研究は、福岡国際医療福祉大学研究倫理審査委員会の承認（承認番号：25-TG-027）を得て実施していま

す。 

② 当該研究対象者に係る研究協力機関の名称、既存試料・情報の提供のみを行う者の氏名及び所属する機

関の名称並びに全ての研究責任者の氏名及び研究機関の名称 

  研究責任者：福岡国際医療福祉大学大学院 特任教授 高野政子 

  研究実施代表者：福岡国際医療福祉大学大学院保健医療学研究科 保健医療学専攻看護学分野  

修士課程 井上友椰 

③ 研究の目的及び意義 

本研究の目的は、「特定行為に係る看護師の研修制度」を修了した男性看護師のキャリア成熟に影響する

要因と支援の実態を明らかにすることです。 

   わが国では、2002（平成14）年に「看護婦・看護士」の名称が「看護師」に統一されましたが、その時の男性

看護師の比率は約 3.7％で、2024（令和6）年の統計では、男性看護師比率は8.7％と増加傾向です（厚生労

働省）。さらに、2015（平成27）年には、急性期医療から在宅医療等を支えていく看護師を計画的に養成する

ことを目的に「特定行為に係る看護師の研修制度」が施行されました（厚生労働省）。2025（令和7）年時点で

の「特定行為に係る看護師の研修制度」を修了した看護師数は13,887人となっています（厚生労働省）。ま



た、男性看護師の配属部署は精神科や手術室といった限定的な臨床領域での就業が多かったですが、男性

看護師の就業者数の増加に伴い、一般病棟で働く男性看護師の割合も高くなっています（矢島、2015）。 

   わが国において、男性看護師のキャリアに関する研究は2010年以降に見られるようになりましたが、未だ

数は少ないです。全国の男性看護師を対象としたキャリアに関する実態調査では進学希望が21.7％（辻本

ら、2014）、クリティカルケア領域で就業する男性看護師を対象とした研究では進学希望が30.5％（辻本ら、

2015）等が報告されています。先行研究では、男性看護師のキャリアアップの具体的な動機づけや職場から

の支援の内容についての報告は見当たりませんでした。また、「特定行為に係る看護師の研修制度」を修了

した男性看護師を対象とした研究はありませんでした。男性看護師のキャリア成熟に影響する要因と支援の

実態を明らかにする必要があると考えました。 

④ 研究の方法（研究対象者から取得された試料・情報の利用目的を含む。）及び研究期間 

  本研究はWebによる自記式質問紙法です。研究対象者から取得した情報は、統計的解析に利用します。 

 Webによる質問紙調査期間は倫理審査承認後～5月です。 

⑤ 研究対象者として選定された理由 

「看護師の特定行為に係る指定研修機関協議会」により公開されている「特定行為に係る看護師の研修制

度」を修了した全国の看護師名簿からの選出と、日本NP学会の会員で診療看護師（NP）を対象者として選定

しました。 

⑥ 研究対象者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益 

本研究は質問紙調査であり、調査対象者の負担となる医療行為等の介入はありません。質問紙情報が外

部に流出した場合は、将来、不利益を被る可能性があるため、これを防ぐためにプライバシーと人権の擁護

には最大限の配慮をします。質問紙調査への回答は研究対象者の意思に委ねられており、その質問内容は

研究対象者の心理的苦痛をもたらすことが想定されないものです。質問紙の回答に要する時間（拘束時間）

は約15～20分程度です。本研究は質問紙調査であり、研究対象者に直接の利益は生じません。 

⑦ 研究が実施又は継続されることに同意した場合であっても随時これを撤回できる旨（研究対象者等からの撤

回の内容に従った措置を講じることが困難となる場合があるときは、その旨及びその理由） 

   研究実施者は、研究対象者の所属施設から撤回の申し出があった場合はすみやかに撤回に対応します。

研究対象者からはWebによる無記名の質問紙調査へ回答することをもって同意とみなすため、回答送信後

の同意の撤回はできないものとします。 

⑧ 研究が実施又は継続されることに同意しないこと又は同意を撤回することによって研究対象者等が不利益

な取扱いを受けない旨 

   研究が実施又は継続されることに同意しないこと、又は同意を撤回することによって研究対象者が不利益

を被ることはありません。また、Webによる無記名の質問紙調査へ回答することをもって同意とみなすため、

回答送信後の同意の撤回はできないものとします。 

 



⑨ 研究に関する情報公開の方法 

 日本国内の看護学術集会での発表及び、学術誌への投稿を行い公開する。公開する際は、研究対象者を

特定できる情報を含まないようにします。 

⑩ 研究対象者等の求めに応じて、他の研究対象者等の個人情報等の保護及び当該研究の独創性の確保に

支障がない範囲内で研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧できる旨並びにその入手又

は閲覧の方法 

  研究責任者への問い合わせにて対応します。 

⑪ 個人情報等の取扱い（匿名化する場合にはその方法、匿名加工情報又は非識別加工情報を作成する場合

にはその旨を含む。） 

  本研究に係わるすべての研究者は、「ヘルシンキ宣言」および「人を対象とする生命科学・医学系研究に関

する倫理指針」を遵守して実施します。 

研究実施に係る試料・情報を取扱う際は、研究対象者の個人情報とは無関係の番号を付して管理し、研究

対象者の秘密保護に十分配慮します。研究の結果を公表する際は、研究対象者を特定できる情報を含まな

いようにします。また、研究の目的以外に、研究で得られた研究対象者の試料・情報を使用しません。 

⑫ 試料・情報の保管及び廃棄の方法 

   本研究は、人体から取得された試料は取り扱いません。情報を保管したUSBメモリや当該情報に係る資料

は、勤務している高木病院の鍵のかかるロッカーで厳重に保管します。保存期間終了後は、紙媒体はシュレ

ッダーで裁断し破棄します。保管しているUSBメモリに物理的に破損を加えるなどして、復元不可能な状態に

して破棄します。 

⑬ 研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者等の研究に係る利益相反に

関する状況 

   研究の資金源は、本学内の大学院生研究補助金です。本研究に係る利益相反はありません。 

⑭研究により得られた結果等の取扱い 

  日本国内の看護学術集会での発表及び、学術誌への投稿を行い公開します。 

⑮ 研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応（遺伝カウンセリングを含む。） 

研究対象者及び研究実施者が窓口となり対応します。他の研究対象者等の個人情報等の保護及び当該

研究の独創性の確保に支障がない範囲内で対応します。 

⑯研究対象者等に経済的負担又は謝礼がある場合には、その旨及びその内容 

  本研究は該当しません。 

⑰通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、他の治療方法等に関する事項  

  本研究は該当しません。 

⑱通常の診療を超える医療行為を伴う研究の場合には、研究対象者への研究実施後における医療の提供に関

する対応 



  本研究は該当しません。 

⑲侵襲を伴う研究の場合には、当該研究によって生じた健康被害に対する補償の有無及びその内容 

  本研究は該当しません。 

⑳研究対象者から取得された試料・情報について、研究対象者等から同意を受ける時点では特定されない将来

の研究のために用いられる可能性又は他の研究機関に提供する可能性がある場合には、その旨と同意を受

ける時点において想定される内容 

  本研究は該当しません。 

㉑侵襲（軽微な侵襲を除く。）を伴う研究であって介入を行うものの場合には、研究対象者の秘密が保全される

ことを前提として、モニタリングに従事する者及び監査に従事する者並びに倫理審査委員会が、必要な範囲

内において当該研究対象者に関する試料・情報を閲覧する旨  

  本研究は該当しません。 

 

 

 アンケート QR コード          アンケート URL 

                                   https://forms.gle/rgjikQCXzxmQWZ8L8 

 

                                   ※アンケートへの回答はお 1 人様 1 回で 
                                     お願い致します。 

 

 

 

＜お問い合わせ等の連絡先＞ 

・研究実施代表者（研究責任者の指示の下で研究活動に従事する者） 

所属：福岡国際医療福祉大学大学院保健医療学研究科 

保健医療学専攻看護学分野 

修士課程 

氏名：井上友椰 

電話：090-2516-1194 

Ｅ-mail：25m0002@s.takagigakuen.ac.jp 

住所：福岡県福岡市早良区百道浜 3 丁目 6−40  

 

・研究責任者（当該研究機関における研究の実施に責任を負う者）      

所属： 福岡国際医療福祉大学大学院 

職名：教授 

氏名：高野政子 

電話：090-1929-3969  

Ｅ-mail：ma-takano@ihwg.jp 

住所：福岡県福岡市早良区百道浜 3 丁目 6−40 


